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青汁をは じめとする健康食品の使用実態 ・ 意識調査

朝比奈泰子
1

，本間秀彰
2
，堀　里 子

3

，大谷壽
一

，三木晶ヂ ，

　　　　　　 後藤輝明
2

， 河野弘之
2
，澤田康文

＊ 3・4

　　東京大学大学院学際情報学府
1
，株式会社 ツ ル ハ 調剤運営本部

2

　　　東京大学大学院薬学系研究科
3
，東京大学 大学 院情報学環

｛

　Questionnaire　Survey　on 　Use　and 　Perception　of 　Green　Leaf

Squeeze　and 　other 　Dietary　Supplements　Targeting　Their　Users

Yasuko　Asahina1，　Hideaki　Homma2 ，　Satoko　Hori3，　Hisakazu　Ohtani3，　Akiko　Miki3，

　　　　　Teruaki　Gotoh2，　Hiroyuki　Kohno2　and 　YasufUnli　Sawada’ 3・4

　　（］raduate 　Schooi　of 　lnterdisciplinao，　lnformati（丿n 　Studies，　The 　Universめ，　of 　Tokyo　i

　　　　　　　　Department　Of　Pharmacy 　Management ，　Tsuruha　Inc．
2

　　　　 Graduate　Scho‘，Zけ
’
Pharmaceutical　Sciences，　The　University　qf　Tokyo3

　　　　 1ntenyfaCU〜り，　lnitiative　in　Information　Studies，　Tite　University　of 　Tokyo‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔
Received　November 　13，2007
Accepted　March 　10，2008 〕

　The　objective 　of　our 　study 　 was 　to　investigate　the　current 　status　 of 　the　use 　 of　green　leaf　juice（GLJ ；made
　from　kale，

young　barley　leaf　etc ）among 　consumers 　and 　patients　visiting 　drugstores，　with 　rega エd　to　reasons 　for　using 　GLJ ，　overall 　per−
ception 　of 　safety 　and 　efficacy 　of 　GLJ ，　and 血e　need 　for　information　on 　such 　dietary　supplements ．　Between 　February　and
March　2006，　a　total　of 　563　consumers 　and 　patients　visiting 　68　drugstores　owned 　by　Tsuruha　Inc．，　in　Hokkaido，　Tohoku，　and
Kanto　districts　completed 　the　questionnaire．　The　results 　showed 　that　GLJ　use 　was 　substantially 　higher　among 　elder ］y　people
（65years　old 　and 　above ）and 　people　under 　long−tenn 　treatment 　with 　antihypertensives ，　antiallergics 　or 　antidiabetics ．　Though
33・2％ ・fGLJ ・・ers　th・・ght　it　w ・・ effecti ・・，55％ w ・・e ・nce ・t・i・ ・bQut　it・ effecti ・・n ・・s．　Ad ・… eev ・nt ・ h・d　b・en ・xp ・・i−
enced 　by　2．4％ of 　GLJ　users ，　Other　fhldings　were 　that　555 ％ of 　the　respondents 　were 　taking　GLJ　daily　and 　27 ％ had 　not

read 　the　precautions　in　the　package　insert．

　The　present　investigation　 showed 　that　the　major 　users 　 of　GLJ 　were 　elderIy 　persons（of 　65　years　and 　above ） who 　 were

taking　medications ．　It　is　thus　important　for　medical 　staff 　to　routinely 　ask 　such 　patients　if　they　are　using 　any 　dietary　supple −
ments 　in　order 　to　collect 　evidence 　for　their　potential　benefits　or　harrn　they　could 　do，　and 　to　provide　information　on 　them 　in
consideration 　of　differences　in　literacy　levels，
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緒 言

．近年，消費者 の 健康 に対 す る関 心 の 高 ま り，食生 活 の

変 化 な ど を受けて
， 健康食品 ・サ プ リメ ン トの 消費が 増

大して い る
1）．しか し，健康食品の なか に は情報が 不 卜

分なもの も多く，健康食品摂取 に よ り健康被害 や 医薬 品

と の 相 互 作 用 が 起 こ っ た例 も報告 さ れ て い る
2−4｝．安全

性情報 の み な らず有用 性 情報 も十分 で ある と は い えず，
2006 年 に株式会社 三 菱総合研究所で 実施さ れ た健康食

品 の 使 用 に 関す る 3万 人 調 査 （http：／／www ，mri ．co ．jp／
PRESS ／2006〆pr　O61106−ssu 　Ol ．pdO に よ る と，期待 して い

た効 果 が得られ な い と感 じて い る 消費者 は 少 な くな い ，

有用性 ・安全性情報 の 不足以 外 に も，健康食品に 関 して

は 「食品なの で 安全 で ある」と い っ た 消費者 の 意識の 問

題
5〕，医療従事者 に患者の 健康食 品 の 使用 が 伝 わ ら な い

な ど消費者 ・医療従事者 間 の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の 問題

もあ る
6）．今後，健康食品の 有用性 や 安金性 に 関 す る エ

ビデ ン ス を効率的 に収集す る と と もに ，消費者 ・医療従

事者双 方が 情報 を活 用 して い く必要が あ る 。

＊
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−3−1，Hongo ，　Bunkyo −ku，　Tokyo，113一 033∫apan

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society of Pharmaceutical Health Care and Sciences

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoeutioal 　Health 　Care 　and 　Soienoes

医療薬学 Vol．34
，
No ．7（2008） 645

　青汁 は，ビ タ ミ ン ，ミネ ラル ，食物繊維 な どの 栄養素

を補う健康食品 と して 人気が高 い
5）．　

・
方 で ，青汁 は，

ビ タ ミン K に よ っ て 鬮 害 さ れ る 抗凝血 薬 ワ ル フ ァ リ ン

と の 相 彑 作用 を起 こ す可能性 が 示唆 され て い る
T〕．青 汁

に含まれ る 原料 は製品 に よ っ て さ ま ざ ま で あ るが ，主原

料 は ケ
ー

ル ，大麦若葉，明 日 葉，モ ロ ヘ イ ヤ，桑葉な ど

の 緑色 野 菜 で あ る ．こ れ ら に は ビ タ ミン K が 多 く含 ま

れ，占
．
汁製品を摂取 した場 合，20〜380μg〆day の ビ ダ ミ

ン K1 を 摂取す る こ と に な る
1〕．25μg〆day称度 の 少量 の

ビ タ ミ ン KI 摂取 に よ っ て も，血 漿 中 ビ タ ミ ン KI 濃度 は

E昇 し うる こ と が 示唆され て い る た め
S〕，青汁 の 併用 に

よ りワ ル フ ァ リ ン の 治療効果 が 減弱す る 可能性が ある．

青汁 に 関 して は以 上 の よ うな 知見が あ る もの の ，こ れ ま

で の と ころ，ワ ル フ ァ リ ン 以外 の 医薬品 との 相互 作用 な

ど の 安全性，有用性 に 関す る 情報 は十分 で は な い ．

　 わ が 国 で は 「健康食品」 の 定義が 明確 に さ れ て い な い

た め，「健康食品」 とい う単語か ら想定す る も の は 人 に

よっ て 異なる可能性が ある，そ こ で，本研究で は，代表

的な 健康食品 と して 利 用 者が 多い 「青汁」を と りあげ，

調剤併設 ドラ ッ グス トア を訪 れ た 消費者を対象に，青汁

製品の 利用状況 や効果
・副 作用 に つ い て の ア ンケ

ー
ト調

査 を実施 した．さ ら に，健康食品全般 の 利用状況や 健康

食品情報 に 関す る ニ ーズ も調査 した．こ れ に よ っ て
， 今

後，消費者が健康食品を安全 に利用す る た め の ，消費者

へ の 情 報提供 の あ り方，医療従事者 の か か わ り方 な ど を

検討す る こ と を 目的 と し た ．

方 法

　
’・
［
・’一成 18年 2 月 1 日

一一・1 月 4H に か け て
， 株式会社 ツ

ル ハ の 調 剤併設 ドラ ッ グ ス トア の 勤務薬剤師 に ア ン ケ ー

ト用 紙 配 布を依頼 し，来局 し た 患者お よび
一

般消費者を

対象 と し た 自記式 ア ン ケート調査 を行 っ た．各薬 局 薬 剤

師に は，ア ン ケ
ート用紙配布時，薬剤師 よ り回 答者 に，

ア ン ケ
ートの 目的，回蓉は 自由意志 で あ る こ と，デ

ー
タ

の 利用 法 と当 該 目的 以 外 に は使 用 しな い こ と，解析後 は

ア ン ケートを廃棄す る こ と を説明す る よ う事前 に 周知 し

た．回答者 に は，配布 され た その 場 で の ア ン ケート記 入

を依頼 し た，実施場所 は，北 海道 ・東北 ・関 東地区の 計

68店舗 と した．ア ン ケートは，全回 答者 に 対
．
し て ，年

齢，性 別，疾患 の 有無，医薬 品〔医療用医薬品お よ び一

般用医薬 li1111）服用 の 有無，青汁使用 の 有無 を 調査 した の

ち，　 「現在青汁 を飲ん で い る
，

ま た は
， 購入 して こ れ か

ら飲 もう と思 っ て い る 人」〔以 下，青汁使 用 者 と 略 す ）に

対 して 青汁 に 関す る 質問 を，「現在青汁を飲 ん で い な い

し，購 人 も し て い な い 人」（以 卜
．
，青 汁 非 使 用 者 と 略す）

に対 して 青汁以外の 健康食品に 関 す る 質問 を行 っ た．

結 果

　総 回 答者数 は 566 名 で あ っ た．そ の うち，今回 の 解析

に使用 し た有効 i冂1答数 は 563 件 で あ っ た．回答者 の 年齢

お よ び 性別 は 図 1 の よ うに な っ た ．有効 回 答者の うち，

293 名（52，0％）が 現在か か っ て い る 疾患 は な い ，236 名

〔41．9％ ）が か か っ て い る疾患があ る と 回答 した．お もな

疾患 は，高 血圧 （16．0％ ），ア レ ル ギ ー
（9．9％ ），高 脂 血1症

（8，9％），糖尿病（5．9％），心臓病（1．1％）な ど で あ っ た（複

数回答）．また，231 名（41 ．O ％）が 医薬品服 用者で あ り，

305 名 （54．2％ ）が 医薬品 を 服用 して い な か っ た．240 名

（42．6％）が青汁使用者 で あ り，323 名（57、49
’

e ）が青汁非使

用 者で あ っ た．

1．青汁 に つ い ての 質問 へ の 回 答

　青汁使用者 の うち，男性 は 72 名（全男性回答者 の 375

％ ），女性 は 141 名（全 女 性 回答者の 44 ．6％ ）で あ っ た．図

2（A ）に 示 した よ う に，青汁使用率 は 20代，30代 で 低

く，60代 以 上 で 顕 著 に高 か っ た．また，同様 に，図 2（B）

（C）に 示 した よ う に，青汁使用者 は，疾患 を有 して い る

回答者，医薬品 を服 用 し て い る 囘答者 に 多 か っ た．表 1

に年代 別医薬品服用者，非服用者そ れ ぞ れ の 青汁使用率

を示 し た．青 汁 使 用 率 は 60 代 以 Lか つ 医薬 品 を服用 し

て い る 人 で 顕著 に 高か っ た．青汁 使用 者 の 服 用 して い る

医薬品 に関 して ，ワル フ ァ リン を服用 して い る とい う回

答 は 見当た ら な か っ た が，「血 液をサ ラサ ラ に す る 薬」

との 回答が あっ た．

　青汁 を飲 む お もな 動機 を 図 3 に 示 した．60代 以 上 で

は他 の 年代に多くみ られ た 「健康 に 良い と思 うか ら」の

割 合 が 減少 し，「便秘 に 効 くか ら」 な ど，よ り具体的な

理 由が 目立 っ た．

　 使用 して い る 青汁の 主 原料 は大麦 若葉（76．3％）， ケ
ー
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20 代　　 30 代　　 40 代　　 50代　 60代 以 上　無 回答

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N ＝563
　 　 　 圜 男 □女 ■無回答

図 1．有 効 回答 者 の 性 別，年齢

　　 グ ラ フ 中 の 数宇 は 回 答 者 数 を表 す．男性 の 年齢

　　 無 同答 者 は 0 名で あ っ た．

　　 男性 192 名（34．1％ ），女性 3且6名（56．1％）で あ り，

　　 無 回答者 55 名（9．8％ ）で あっ た．
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韓
繋 岬 ・236 鷲 〜灘 興 320

軸
蝿 錨器 鱗 婦　脇 購 驪曝齢 ・

罷 41
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・
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器 篇 羯 繋 慧 憲 71

鷺灘
囁
毒

・ 緲 鷲 85

0％ 20％ 40％ 60％

（B）

　現 在 かかっ て いる疾 患が ある

現在か かっ て い る疾患がない

（C ）

　 　 　 　 　 　 　 　 医薬 品を服 用 して い ない

80％　　　100％ 　　　医薬品を服用 して い る

　 　 　 N ＝556

圉 現 在青 汁を飲 んで い る、または 購入 して 飲もうとして い る

□ 現在青汁を飲ん でおらず、購 入す るつ もりもない

図 2．年齢 ， 疾患 の 有無，医薬品使用の 有無 と青汁使 用 との 関連性

　　 グ ラ フ の 中 の 数字は 回答 者数 を表 す．

二
蠶 毳額惣 醗 一 て14

鰰擁　　離　　　　研 189

0％ 50％ 　 100％

N ＝529

0％ 50％

（A ）年齢 別 の 青汁使用 率，（B）疾患の 有無 と青汁使 用率 の 関 連性，〔C）医薬品服用の

有 無 と青汁使用 率の 関連 性

　 100 ％

N ＝535

表 L 年代別医薬品服用 者，非 服用 者 そ れぞ れの 青汁使用

青汁

使用

20代

青汁

非使 用

青汁

使 用

30代

育門
．

非 使 用

青汁

使 用

40 代

青汁

非使 用

．
配 「

．

使 用

50代

青汁

非使 用

60 代以 ．ヒ

青汁

使 用

青汁

非使 用

医薬 品 服 用

あ り

医．薬 品服用

な し

ll 17 且3 21 16 22 26 29 51 24

（39．3％ ）　　　（6α7％）　　　（38．2％）　　　（61．8％）　　　（42．1％）　　　〔579 ％）　　　（47．3％）　　　（52．7％ ）　　　（68．0％〕　　　〔32．0％ 〕

26 64 17 44 33 42 19 27 14 16

（28・9％）　 （71・1％ ）　 （27．9％）　 （72．1％ ）　 （44、0％）　 （56．0％ ）　 （41．3％ ）　 （58．7％）　 （46．7％ ）　 （53．3％）

カ ッ コ 内 は，各 年代 で の ，すべ て の 医薬 品服 用 者，す べ て の 非服用者 中の 人数 の 割合 を示 す．
総有効回答者 数は563名で あ っ た，

ル （22 ，9％），明 日葉（2．5％）な どが挙 げ られ た が，「わ か ら

ない 」とい う回 答が 16名（6，7 ％ ）に み られ た（複数 回 答）．

購 入 した 青汁 につ い て ，メ
ー

カ
ー
名 が わ か る と回 答 した

消費者 は 124名（51 ，7％ ），製 品名 が わ か る と回答 した消

費者 は 131名（54．6％）と約半数に す ぎな か っ た．青汁 を

購入 した 場所 は ド ラ ッ グ ス トア（63．3％）が 最 も多 く，以

下 は カ タ ロ グ 通販（12．5％ 〉， テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グ 〔7，9

％ ），薬局（5．0％ ），ス
ーパ ー

（4，2％），訪問販売，健康食

品専 門 店（そ れ ぞ れ 2，1％ ）とな っ た （複数 圃 答），そ の 他 の

入手先（5．0 ％）と し て 家 族，知 人 と い っ た 回答 もみ ら れ

た，イ ン タ
ー

ネ ッ トに よ る購 入 は 0，8％ と少数 で あ っ た，

　「今後，健康食品 に 関 して どの ような 情報 が あ れ ば よ

い と思 うか 」 との 質問 に 対 して は ，効 果 （60．4％ 〉，安 全

性 （52．1％），副作用（37．1％ ）， 医薬品 ， 食 品 との 相 互 作用

（36．3％ ），原材料や 成 分 データ（15．0％ ），原料生産地（15，0

％ ），メ
ー

カ
ー

情報 （14．6％ ），健康食品 を利用 し た 体験談

（6．7％ ）とい っ た 回答 が得ら れ た（複数回答）．

　「現在青汁 を飲 ん で い る，ま た は購 入 して 飲 もう と

思 っ て い る 」 と回 答 した 人 の う ち，す で に 青汁 を飲 ん で

い る の は 211 名 で あ っ た．

　「現在飲 ん で い る 青汁 は 飲み や す い か 」 との 質問 に 対

し て 嫉，145 名（68．7％ ）が 「飲 み や す い 」，46 名（21．8％）

が 「どち らで もな い 」，20名（95 ％ ）が 「飲 み に くい 」 と

回答 した，

　青汁 を飲 む 頻度 に つ い て，実際 に青汁を飲 ん で い る

211 名 の うち
，
117 名（555 ％ ）が 青汁を ほ ぼ毎日飲 む と回

答し た．特 に 60代 以 上 で は 48 名（71．6％）に もの ぼ っ た，

　図 4（A ）に，「青汁 に よ る効果が あ っ た か」 に 対す る 回

答 を示 した．「効果 が あ っ た」「効果が あ っ た よ うな気が

す る 」 と 回答 した 70 名の うち 38 名が，効果 と して 便通

の 改善 を挙げ て い た，「効 果 が わ か らな い 」 と の 回答 は

55％ に の ぼ っ た．

　「青 汁 の 使 用 に よ っ て 体調不良が 起 こ っ た か」 と い う

質問 に対して は，176名（83，4％ ）が 「起 こ らなか っ た」，
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健 康 に良 い と思 うか ら

野菜不 足 を補 うた め

食物繊維 が と れ る か ら

　 　 便秘 に 効 くか ら

　家族 ・知 人の す す め

栄 養 が あ る か ら

体 質 改善の た め

　 手軽 だか ら

なん とな く

ダ イ エ
ッ トの た め

お い しい か ら

が ん 予防の た め

好き だか ら

医 師 ・薬剤師 ・栄養士 な どの すすめ

　 ま ずい もの の ほ うが体に 良 さそ う

その 他

0％ 50％ 100％

図 3．青汁 を使用 す る 動機

5 名（2．4％）が 「起 こ っ た 」，22 名〔10．4％ ）が 「わ か ら な

い 」と回答 した．体調不良の 内容 は，便秘（2 名），軟便（3

名）で あっ た ，

　「飲 む前 に 製品の 注 意 事項 な ど を読 ん で か ら飲 ん で い

る か 1とい う質問に 対す る 回答 に よ る と，3 割近 くの使

用者が注意事項をま っ たく読 ん で い なか っ た．こ の 傾 向

は 医 薬 品 服 用 者 で も同様 で あ り，2 割以 上 の 医薬品服 用

者 は 注意事項をま っ た く読 ん で い な か っ た，

　「水代 わ りに 液状 の 青汁 で 医薬品 を飲 む こ とが あ る

か 」 とい う質問 に 対 し て は，197名（93．4％ ）が 「な い 」

と 回答 し た が ，5 名（2．4％）が 「あ る 」と 回 答 し た．「あ

る」 と1可答した 5 名は全員疾患 を有 し て お り，「血圧 の

薬」，「コ レ ス テ ロ
ー

ル の 薬」 な どの 医薬品 を服用 して い

た．また ，5 名全員 が 「青汁 を ほ ぼ 毎 日使 用 す る」 と 回

答 した，

2， 青汁 以外 の 健 康 食 品 に つ い て の 質問 へ の 回答

　青汁非使用者323 名は ，青汁 を 使用 し な い 理 由 と し

て，「飲 み に くい 」（42，1％ ），「興味 が な い 」（36．2％），「飲

む の が 面倒」（17．6％ ），「体調が 悪 化 した 」（0，6％）な どを挙

げ た，青汁非使用者 の う ち，127名 〔39，3％）が 「現 在青

汁 以 外 の 健康食 品 を 使用 し て い る」，193 名（59．8％）が

「現在健康食品 を使 用 して い な い 」と回 答 し た．青汁非

使 用 か つ 医 薬 品 を服 用 して い る 回答者 104 名の うち，59

名（51．2％）が健康食品を使用 して い た．

　図 4（B）に，青汁非使用者 の うち健康食品使用者の 「健

康食品 に よる効果があっ た か 」 に対す る 回答を示 した．

　「健康食品の 知識 や 情報 は ど の よ うに して 入 手 して い

る か 」 と い う質 問 に 対 して は，テ レ ビ（58 ．8％ ），
一

般雑

誌（33．7％），ド ラ ッ グ ス トア（23．2％ 〕，イ ン タ
ーネ ッ ト

（18．9％），広 告 ・宣 伝（16．1％ ），友 人
・
知 人（14．9％）な ど

の lnl答が得られた（複数回答）．

　「健康食品購入時 に，注 意事項 や 製 品 情報 な ど を 専門

家（医師，薬剤師，栄養士 な ど）か ら聞 くか 」 とい う質問

に 対 して は，43 名（13，3％ ）が 「聞 く」，89 名（27．6％ ）が 「と

き ど き 聞 く」，156 名（48 ，3％ ）が 「聞か ない 」と回答した．

　「健康食晶 に関 す る 情報 は 十分 だ と思 うか」 との 質 問

に 対 して ，34名（10，5％ ）が 「情報 は十 分 で あ る」，157 名

（48．6％ ）が 「情報 は 不足 して い る」，108 名（33．4％ ）が 「わ

か ら な い 」 と回答 した，ま た，「今後，健康食 品 に 関 し

て ど の よ うな情報 が あれ ば よい と思 うか」 との 質問 に 対

して は，効果（61．3％），安全性（56．3％ ），副作用（42，7％ ），

医 薬 品 や食 品 と の 相 互 作用（38，7％ ），メ
ーカ ー情報（18．3

％），原 材料 や 成分 デ
ー

タ（14．6％ ），原料生 産 地 （9．3％），

健康食品 を利用 した 体験談（7，7％）と い っ た 回 答 が 得 られ

た （複数回答），

考 察

本研究 に お い て は ，青汁製品の 使用実態や 効果
・
有害
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（A）

（B）

N＝21

無回 答

無 回答

汁

分

4．7％

N ＝127

た

％5

た が，そ れ

る もの か ど

うか わ か らない

　 4．7％

図 4，「青 汁 また は そ れ以 外の 健康食品に よ る 効 果

　　 が あ っ た か 」 に対 す る回答

　　 （A ）青 汁 に よ る効 果，（B）青汁以外 の 健康食品

　　 に よ る効 果

作用，健康食品 全般 の 使用 実態や 健康食品情報 に 関 す る

ニ
ーズ を調査 し た ，海 外 で の 報告 に よる と，女性 ， 高齢

者，慢性的な疾患 を有 して い る患 者 に お い て ，サ プ リメ

ン トや 生 薬起源製剤 の 利 用 率 が 高 い こ とが 示 唆 さ れ て い

る
P −［2〕．こ れ ま で に，わ が 国 で も健康食 品 ・サ プ リ メ ン

トの 使 用 実 態 ・
消費者 の 意識 に 関す る 複数の 調査が 行 わ

れ て い るが，対象とす る年齢層 や 施設，地域 が 偏 っ て い

る ，高齢者 の 割合が 少 な い ，患 者 あ るい は一
般消費者 ど

ち らか 一・
方 の み を対象 として い る， 1一分 な調杏 数が な い

な ど の 理 由 に よ り，十 分 な デ
ー

タ が 得 ら れ て い な

い
1−5，1コー15｝．本研 究で は，北海道，東北 地 方 ，関 東 地 方 の

調剤 併設 型 ドラ ッ グ ス トア に お ける 自記 式 ア ン ケ
ー

ト調

査 とい う方式 を とっ た．そ の た め，回答者が 設問内容な

ど を誤解 した 可能性 は 否定で きない が ，イ ン タ ビ ュ ア バ

イ ア ス の 少 な い 回答 が得られ た ，本研 究は 消費者 へ の 「青

医療薬学 Vol．34，　No ．7（2008）

報提供 の あ り方，医療従事者 の か か わ り方な ど を検討す

る こ と を 目的 と して い た た め，医療従事者 か ら消費者
・

患者へ の 情報提供の 主 要 な場 とな る ドラ ッ グ ス トア に 限

定 して 調査 を行 っ た．同
・
チ ェ

ーン の ドラ ッ グ ス トア で

あ る，全 国規模 で は な い な ど に よ る バ イ ア ス は想定され

る もの の ，患者 ・
般 消費者双方 に つ い て ，また，各年

代 に つ い て，解 析 に
一
卜分 な 回答者数 を得 る こ とが で きた

（図 1，2）．自記式 ア ン ケートで あ っ た もの の ，全有効 回

答者 の 85．4％ が すべ て の 設 問 に 同答 し て お り，無 回答

は 少 な か っ た ．

　 本研究 におけ る 回 答者 の 約56％ が 女性 で あ り，回答

者 の 性別 に は偏 りが み られ るが，こ れ は もと もと ドラ ッ

グ ス トア を訪 れ る 客層 の 女性比率が 高い た め で あ る と考

え られ た，疾患 を有 して い る 回 答者 や 医薬 品 を服 用 して

い る 同答者の 比 率が と もに 4 割以上 と大 きなもの で あ っ

た た め，
一

般消費者と患者 そ れ ぞ れ に つ い て 十分 な 回 答

者数 を得 る こ と が で き，両者 の 比較が 可能 と なっ た．

　 本研究で は，「現 在青汁を飲 ん で い る 人 ま た は こ れか

ら飲 もうと思 っ て い る 人 」を 1青 汁 使用者」 と し，過去

に 青汁 を飲 ん だ こ とが あ っ た と して も 「現在青汁 を飲 ん

で い な い し，購人す る つ もりもない 人」を 「青汁非使用

者」と した．これ は，現在 の 健康食品 と医薬品との 併用

状 況，疾 病 の 有無 と の 関連 な どの 情報が 重要 で あ る と い

う認識 の もと，「現 在飲 む意思 が あ る ない か 」 とい う切

り口 で 評価す る こ とが 望ま しい と考えた た め で ある．

　 図 2 に 示 し た よ うに，高齢 者，疾 患 患 者 ，医 薬品服用

者 で 青汁使用率が 高か っ た．なか で も青汁使 用 者 は，60

代 以 上 か つ 医薬品 を服用 して い る 人 に 多か っ た（表 1）．

高齢者 ほ ど健康食品使用率が 高 い とい う傾向は ，わが 国

に お け る 過 去 の 報 告 と 同様 で あ っ た ］コ｝，青汁以 外 の 健康

食品 に 関 して も，こ の よ うな特徴 を 備 え た消費者で は健

康食品 の 使用率が高く，リス クが よ り大きい 可能性 が 示

唆 され た．こ の よ うな患者 ・消費 著 に対 して ，薬 剤 師 を

は じめ とす る 医療従事者 は
， 健康食品の 使用 を定期的 に

確認 し，よ り重 点的 に 有害作用や 相 ti作用の 発生をモ ニ

タ リ ン グす る こ とが 望 ま れ る ．

　健康食品 に よ る 「効果が あ っ た 「，「効果 が あ っ た よ う

な 気 が す る 」 と回答 した入の 割合 は 青汁使 用 者 の 約 30

％，青汁以 外 の 健康食晶使用者 の 約 5．0％ で あ り，「効果

が わ か ら な い 」 と い う回答者 も少 な くな か っ た （図 4）。

使用量や使用 期 間等が 効果の 感 じ方 に 影響を及ぼ す可能

性 や 消費者が複数 の 健康食品 を使用 して い る可能性も考

え ら れ る た め ，単純 に比 較 はで きな い が，効果 の 感 じ方

に は個 人 差が あ る こ とが うか が わ れ た ．青汁 に含 まれ る

成 分 の 抗が ん作用 や 抗 コ レ ス テ ロ
ー

ル 作用を示 峻す る報

告 は あ る もの の
1E’・17 〕，青汁 成 分 は 製品 に よ っ て 異 な る こ

と もあ り，青汁 そ の もの の ヒ トに対 す る効果 は確立 され

て い ない ．過去の 調 査（http：
〆

〆www ．mri ．co ．jp！PRESS ／2006
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／pr　O61106−ssu 　Ol．pdf）1こ よ る と，健康食品の 使用 に よ っ

て 期待 して い た効果が得られ ない と感 じて い る 消費者 は

約 4 割 に あが り，本研 究 の 結 果 もこ れ を裏付ける もの で

あ っ た．安全性 同様，有用 性 に 関 して もエ ビ デ ン ス の 確

立 が 必要で ある と考える．

　 青汁 を購 入 した 場 所 につ い て ，本研究 は ドラ ッ グ ス ト

ア を訪 れ た 患者 ・消費者 を対象 と した た め，ドラ ッ グ ス

トア とい う回答が多か っ た可能性 が あ る，しか し，カ タ

ロ グ通販 や テ レ ビ シ ョ ッ ピン グ な ど医療従事者が 関与 し

な い 経路 も多 く， 医療従事者の み を介 した 情 報 提 供 の 1垠

界 も示唆 され た．消費者 に 情報提供す る うえで医療従 事

者 を 介 した方法は有用 で あ るが，消費者へ 直接効果的な

情報 提 供 を行 う方 法 に つ い て も検討す る 必要 が あろ う，

　青汁非使用 者が 青汁を使用 しない 理 由 と して は，「飲

み に くい 」が 最 も多 く，
一

部 の 消費者で は，健康食品 の

味 が 購 入 動機 に大 きな 影響 を与 え て い る ，すな わ ち，健

康食品は よ り食品寄 りの 位置づ けで ある と考 えられ る．

しか し，「今後，健康食品 に 関 して どの ような情報が あ

れ ば よ い と思 うか」 と の 質問 に 対 して は，消費者 は，効

果，安全性，副作用，医薬品 との 相 互作用 な ど，医薬品

と同様 の 情報 を 求め て お り，健康食品を利用 した体験談

や 原 料生 産 地 の 情報を求め て い る消費者 は少数 で あ っ た

こ と か ら，消費者の 多くは 健康食品 を医薬品に 準 じる製

品 と して捉えて い る と も想定される ．こ の よ うに ，健康

食品 の 捉え方 は消費者 に よ っ て さま ざまで あ り，健康食

品 情報 の リテ ラ シ
ーも個人間で 大 き く異 な る と考 え る．

医療従事者お よ び 製造企 業 は，医薬品寄 りと 捉える 消費

者が 健康食品 に過 度 に依存 しな い よ うに，食品寄 りと捉

え る 消 費者 が 健 康食晶 の 有害性 を考慮せ ず に 使用す る こ

と が ない よ うに，消費者 に 対
．
す る 情報提供 を行 うこ とが

求め られ る だ ろ う．

　 青汁 を使用 して い る 回答者の 半数 以 上 が ほ ぼ毎 日 青汁

を飲 む と回答 した．ほ ぼ 同 時 期 の イ ン ターネ ッ ト訓 査

（http：f／
’
www ．mri ．co 、jp／PRESS，，

’
2006f

’
pr　O61106＿ssu 　el．pdf）

で は健康食品 を 「ほ とん ど毎 日利用 して い る 」 と 回答 し

た の は 29．8％ で あ っ た が ，本調査 は 調査場所 が 薬局 で

あ っ た こ と， イ ン タ
ー

ネ ッ ト調査 と比較す る と高齢者の

割合が大きか っ た こ と な ど か ら差 が 生 じた と考える．あ

る い は 青汁 と い う製品の 特性 に よ る可能性 もある．

　 青汁使用者 の 2，4％ が 青汁の 使用 に よ っ て 体調 不 良が

起 こ っ た と 回答 し，青汁非使 用 者 の 0．6％ が 青汁を使用

しな い 理 由 と して 体調悪 化 を挙げる な ど，重篤 な も の で

は な い に せ よ，青汁 に よ る 有害作用 は起 こ っ て い る と考

えられ る ．今後 ， 消費者 か らの 効果的 な情報収集 を行 う

た め に，健康食品 に よっ て 有害作用 が 生 じた 際の 消費者

の 行動 や そ の 背 景 に あ る 心 理 を調 査 す る 必 要 が あ ろ う，

　 青 汁使用 者の 約 3割 は ，製品の 注意事項 な ど に ま っ た

く目 を通 して い なか っ た．青汁 の パ ッ ケ
ージ に は，た と

え ば 「野菜 を含め た 食事制 限 を受けて お られ る か らは，

お 医者様 と ご 相 談 の うえお召 し上が りくだ さ い 」 とい っ

た 重 要 な注意事項が 記載 されて い る こ と も ある．医薬品

服 用 者 で は，医薬品 と健康食品 との 相 互 作用 が 起 きる こ

と もあ り
2・3・S），通常使用量で あっ て も健康食晶使用 の リ

ス ク は 健常者 よ り大 きい ．疾患患者 や 医薬 品 服 用 者 で

あ っ て も，健康食品の 使用 に 際 して 十 分 な注意を払 っ て

い る とは 限らない た め，消費者 が 注意事項 を読まな い 理

由や そ の 背景 を調査 し，消費者に注意事項 が 確実 に伝 わ

る 方法 を検討す る必 要 が あ る だ ろ う，しか し，現状 で

は
， 注意事項 の 記載内容 が曖昧で 消費者の 行動 を促 しに

くい ，未知の 副作用 ・相互 作用が多 く潜ん で い る ロ∫能性

が あ る な ど，注意事項を読 ん だ と して も安全 で あ る とは

言い 切 れ な い ，医療従事者は
， 健康食品 を使用 して い る

患者の 状態をモ ニ タ リ ン グしなが ら未知の 副作 用 ・
相互

作用 を発見す る よ う努 め，健康食品製 造 企業は，よ り具

体的 か つ 消費者 の 目 を 引 く注 意 ・
警 告 の 記 載を行 う と

い っ た
， 医療従事者

一
患者間，企 業一消費者 間の リ ス

ク
・

コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン が 重要で あ ろ う．
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